
『

』

、

民
報
前
号
に
続
き

「
へ
き
地
・
小
規
模
校
」

に
つ
い
て
で
す
。

小
中
一
貫
校
の
検
討
で

、「

」

は

小
規
模
校
の
教
育
力

に
つ
い
て
の
議
論
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

鶴
岡
市
は
不
登
校
が
５

年
間
で
２
・
６
倍
に

鶴
岡
市
の
小
・
中
学
校

の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は

、

（

）

５
年
間
で

人
Ｈ

92

30

か
ら
２
４
１
人
（
Ｒ
５
）

に
２
・
６
倍
に
増
加
し
、

小
学
校
の
統
廃
合
に
よ
る

影
響
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
（

校
か
ら

校

40

26

、

）。

へ

校
廃
校
Ｈ

～

14

26

30

全
員
参
加
の
授
業

北
海
道
教
育
大
学
の
へ

き
地
・
小
規
模
校
教
育
セ

ン
タ
ー
で
は
、
小
規
模
校

の
方
が
現
代
的
な
教
育
施

策
を
進
め
や
す
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。、

小
規
模
校
だ
か
ら
こ
そ

子
ど
も
全
員
が
発
言
し
、

全
員
が
発
表
し
、
全
員
活

動
の
授
業
展
開
で
、
不
登

校
は
生
ま
れ
に
く
い
。

豊
富
な
自
然
環
境
と
農

林
漁
業
を
活
か
し
た
体
験

活
動
や
、
地
域
住
民
の
協

力
体
制
も
、
小
規
模
校
だ

か
ら
こ
そ
進
め
や
す
い
と

し
て
い
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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（月２００円程度）
1月 23人 19,380円
12月 31人 31,710円

小
規
模
校
は
教
育
政
策
を
進
め
や
す
い

鶴
岡
市
の
不
登
校
倍
増
は
統
廃
合
の
影
響

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

野
田
目
の
文
殊
様

も

ん

じ

ゆ

さ

ま

野
田
目
の
文
殊
堂
に
祀、

ら
れ
て
い
る
文
殊
菩
薩
は

伝
承
に
よ
る
と
、
文
殊
菩

薩
騎
獅
像
で
、
聖
徳
太
子

き

し

ぞ

う

の
作
と
伝
わ
る
。

昔
か
ら
「
３
人
寄
れ
ば

文
殊
の
知
恵
」
と
の
諺

こ
と
わ
ざ

が
あ
る
よ
う
に
、
人
々
に

身
近
な
文
殊
様
で
あ
る
。、

出
羽
の
文
殊
と
言
わ
れ

日
本
の
３
大
文
殊
の
一
つ

と
い
う
人
も
い
る
ほ
ど
で

あ
る
。

羽
黒
山
の
学
頭(

管
長)

が
く
と
う

が
い
た
学
頭
寺
に
安
置
さ

れ
、
南
北
朝
時
代
末
期
に

学
頭
寺
が
退
転
し
、
こ
の

時
御
像
が
行
方
知
れ
ず
に

な
っ
た
と
い
う
。

羽
黒
一
山
の
修
験
が
八

し
ゆ
げ
ん

方
探
索
し
た
が
見
つ
か
ら

ず
、
行
方
が
遙
か
と
し
て

は
る

わ
か
ら
な
か
っ
た
。

あ
る
日
、
羽
黒
山
頂
の

壇
所
院
の
院
主
が
、
ふ
と

だ
ん
し
よ
い
ん

北
方
に
光
を
発
し
輝
く
の

を
見
た
。

不
思
議
に
思
い
詮
索
し

せ
ん
さ
く

た
と
こ
ろ
、
大
沼
の
水
中

に
、
羽
黒
の
文
殊
様
が
あ

、

、

り
水
中
か
ら
救
い
上
げ

（

）

傍
ら
の
勝
地
景
勝
の
地

か
た
わ

し
よ
う
ち

。

に
祠
堂
を
建
て
安
置
し
た

し

ど

う

こ
の
時
、
大
沼
の
北
方

地
形
は
、
月
山
８
合
目
の

（

）

弥
陀
ヶ
原
の
御
田
湿
原

み

だ

が

は

ら

に
似
て
い
た
の
で
、
そ
の

地
を
野
田
ノ
眼
と
名
付
け

た
と
伝
わ
る
。

古
来
よ
り
藤
島
地
域
は

羽
黒
山
と
の
か
か
わ
り
が

深
く
、
文
殊
堂
も
羽
黒
山

系
の
寺
院
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

明
治
時
代
の
神
仏
分
離

し

ん

ぶ

つ

ぶ

ん

り

令
に
よ
り
、
文
殊
社
と
な

り
、
神
道
に
切
り
替
わ
っ

し
ん
と
う

た
が
、
文
殊
菩
薩
騎
獅
像

は
境
内
に
鎮
座
す
る
天
満

神
社
と
と
も
に
、
学
問
・

受
験
の
神
仏
と
し
て
深
く

信
仰
さ
れ
、
春
と
秋
に
は

例
大
祭
が
と
り
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
。

、

文
殊
様
の
守
り
本
尊
は

特
に
卯
（
う
）
年
生
ま
れ

の
人
が
、
功
徳
を
受
け
る

く

ど

く

こ
と
が
出
来
る
と
云
わ
れ

る
。文

殊
菩
薩
騎
獅
像
は
、

木
彫
り
で
美
し
い
御
仏
で

み
ほ
と
け

あ
る
。

『未来の教育を創造する へ
き地･小規模校の教育力』北海
道教育大学へき地・小規模校
教育研究センター監修（学事
出版2024.03.31）

現代的な教育施策を進める上で、 
へき地・小規模校が教育政策を進めやすい条件

現代的な教育施策の方向性 へき地・小規模校が教育施策を進めやすい条件
①個別最適な学びと協働的学

び

少人数のため個々の思考過程に即した支援や協働的な関係
を創りやすい。

②コミュニティスクール
学校への地域の信頼感も高く、日常的な学校と地域の相互
協力ができやすい。

③インクルーシブ共生教育
異年齢集団をはじめ異なる他者と日常的に交流するため、
異なる他者を受け入れる許容性が高い。

④ＩＣＴと遠隔双方向教育
ＩＣＴ利用状況も把握しやすく、遠隔地域の子どもどうし
の顔も相互に見えやすいので、匿名性が少ない。

⑤全員参加型学習指導
特定の子どもに依拠した授業展開ではなく、全員発言・全
員発表・全員活動の授業展開を組みやすい。

⑥地域探究学習
地域住民への聞き取りやアンケート調査等の探究学習でも
、地域の学校への協力度が高い。

⑦教科横断的な学習
地域の産業・社会・文化・自然等の身近な現象・課題から
教科書の各教科・単元に結びつけてとらえやすい。

⑧自然・社会体験学習
豊富な自然環境と農林漁業環境など、子どもが身近に感じ
る環境を活かした体験活動を行いやすい。

⑨地域創生学習
ふるさと教育など地域貢献・地域創生活動を教育課程に採
り入れて、社会貢献意識を育みやすい。

⑩異年齢集団活動
複式異学年学級や全校活動など、異学年集団によるリーダ
ーシップ・フォロワーシップを育みやすい。

⑪自立的教育
間接指導のリーダー学習やガイド学習など、日常的に自分
たちで運営する授業などを展開しやすい。

⑫チーム学校
学校教職員間も協働的な雰囲気があり、地域社会も含めた
チームで学校を運営しやすい。

⑬ＳＤＧｓに関連した教育
地球環境保全や多文化共生と持続可能な社会づくり等も身
近に感じ、ＳＤＧｓの達成目標も実感的に受容しやすい。

『未来の教育を想像する　へき地・小規模校の教育力』北海道教育大学へき地・小規模校教

育研究センター監修（学事出版2024.03.31）192頁から作成



（
１
面
か
ら
つ
づ
き
）

、

北
海
道
教
育
大
学
で
は

教
員
養
成
課
程
の
カ
リ
キ

「

」

ュ
ラ
ム
に
へ
き
地
教
育

が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。学

生
は
、
市
街
地
で
の

実
習
と
、
へ
き
地
小
規
模

校
で
の
実
習
を
経
験
し
、

対
比
し
な
が
ら
学
び
を
深

め
て
い
ま
す
。

学
生
は
当
初
、
へ
き
地

の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
と
い
っ
た
特
性
が
、

へ
き
地
教
育
の
実
践
に
よ

っ
て
プ
ラ
ス
に
転
換
で
き

る
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
集

約
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
学
生
は
少、

人
数
指
導
方
法
を
習
得
し

教
師
に
な
り
た
い
と
い
う

意
欲
が
喚
起
さ
れ
て
い
る

と
し
て
い
ま
す
。

『
エ
ミ
ー
ル
』

学
校
統
廃
合
を
進
め
る

人
た
ち
は
子
ど
も
は

少

、

、「

な
い
集
団
で
は
社
会
性
が

育
た
な
い
」
と
言
い
ま
す

が
、
そ
う
で
し
ょ
う
か
？

近
代
教
育
学
の
バ
イ
ブ

ル
で
あ
る
名
著
、
ル
ソ
ー

の
『
エ
ミ
ー
ル
』
に
は
、

「
人
間
は
あ
ら
ゆ
る
動
物

の
な
か
で
、
群
れ
を
な
し

て
生
活
す
る
の
に
い
ち
ば

ん
ふ
さ
わ
し
く
な
い
動
物

だ
。羊

の
群
れ
の
よ
う
に
ひ

し
め
き
あ
っ
て
い
る
人
間

は
す
べ
て
、
た
ち
ま
ち
の

う
ち
に
滅
び
て
し
ま
う
だ

。」（

）

ろ
う

岩
波
文
庫

頁
66

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

『
エ
ミ
ー
ル
』
は
１
人
の

子
ど
も
を
ル
ソ
ー
自
身
が

あ
ず
か
っ
て
、
赤
ん
坊
か

ら
青
年
期
に
至
る
ま
で
の。

教
育
方
法
を
論
じ
ま
し
た

幼
年
期
は
、
田
舎
で
自

然
の
中
で
育
て
る
、

少
年
期
は
、
自
然
観
察

や
遊
び
を
通
じ
て
、
周
囲

の
世
界
を
理
解
す
る
力
を

育
て
る
、

青
年
期
は
、
社
会
の
ル

ー
ル
や
道
徳
的
な
判
断
力

を
養
う
、

「
子
ど
も
を
早
く
か
ら

集
団
に
投
げ
込
む
べ
き
で

は
な
い
」
と
批
判
し
た
ル

ソ
ー
に
、
学
ぶ
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

乾
田
馬
耕
の
指
導
普
及

の
た
め
東
田
川
郡
長
相
良

守
典
が
招
聘
し
た
島
野
嘉

作
は
１
８
４
９(

嘉
永
２)

、

年
３
月

日
、
内
外
と
も

15

に
変
動
す
る
時
期
に
、
筑

前
国
御
笠
郡
山
田
村(

現
福

岡
県
大
野
城
市
４
丁
目)

で

誕
生
し
た
。

生
地
の
位
置
は
変
わ
ら

な
い
が
、
郡
市
町
村
制
の

旧
統
一
教
会
は

こ
れ
は
他
紙
に
出
し
た

物
価
高

郵
便

川
柳
だ
。

料
が
拍
車
か
け

ま
さ
に
年
賀
状
は

％
35

程
値
上
が
り
し
、
そ
れ
で

今
回
か
ら
、
賀
状
出
す
の

を
辞
め
よ
う
と
思
っ
た
ん

だ
が
、
恩
師
な
ど
か
ら
来

た
場
合
に
は
な
～
・
と
思

っ
て
、
古
い
書
き
損
じ
た

物
を
も
っ
て
買
い
に
行
っ

た
ん
だ
。
そ
し
た
ら
、
年

賀
状
で
年
賀
状
に
は
取
り

換
え
ら
れ
な
い
ん
だ
ト
。

な
ぜ
だ
か
、
古
い
年
賀
状

は
普
通
の
葉
書
に
取
り
換

え
る
ん
だ
と
さ
。
仕
方
が

な
い
と
諦
め
た
が
。

▲
持
っ
て
行
っ
た
何
年
か

前
の
書
き
損
じ
に
あ
っ
た

３
代
の

死
ん
で

川
柳
。

分
か
っ
た
裏
仕
事

こ
れ
は
、
安
倍
晋
三
氏

が
命
を
落
と
し
た
事
で
、

岸
信
介
首
相
か
ら
安
倍
晋、

三
首
相
ま
で
親
子
３
代
が

旧
統
一
教
会
と
深
～
い
繋

が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
ん
だ
。
そ
の
こ
と

制
定
な
ど
で
住
所
だ
け
が

変
っ
た
現
在
も
、
曾
孫
の

金
次
氏
一
家
が
住
ま
い
し

て
い
る
。

父
嘉
平
、
母
キ
セ
の
子

の
次
男
で
あ
る
。
兄
弟
は

３
男
１
女
で
あ
っ
た
。

長
男
が
家
を
継
ぎ
嘉
作

は
３
男
松
次
郎
と
別
居
し

て
い
た
。

し
か
し
長
男
嘉
七
は
早

世
し
、
嘉
作
が
家
を
継
ぐ

こ
と
に
な
っ
た
。

嘉
作
『
墓
誌
』
に
「
父

農
事
ヲ
能
ク
ス
ル
ヲ
以
テ

之
レ
ニ
従
ヒ
研
究
ス
ル
コ

ト
多
年
犂
術
ニ
長
ケ
ル
」

と
あ
る
。

父
は
当
時
優
れ
た
農
民

『

』

の
敬
称
で
あ
っ
た
老
農

で
あ
り
、
こ
の
父
か
ら
多

年
農
業
を
教
え
ら
れ
学
ん

だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の

農
の
学
問
的
基
礎
が
作
ら

れ
た
。
か
つ
「
犂
術
ニ
長

ケ
」
て
い
た
こ
と
は
、
当

時
の
農
業
改
良
の
普
及
に

待
た
れ
て
い
た
指
導
者
で

あ
っ
た
。

東
田
川
史
跡
物
語

島
野
嘉
作
出
生

父
に
農
法
学
ぶ

青
山

崇

に
よ
っ
て
、
大
金
が
教
祖

の
基
に
送
ら
れ
、
宗
教
２

世
の
方
々
が
普
通
の
暮
ら

し
が
出
来
な
か
っ
た
と
い

う
事
で
、
事
件
が
あ
っ
た。

事
を
思
い
出
す
で
し
ょ
う

▲
そ
の
こ
と
は
今
ど
う
な

っ
て
い
る
ん
だ
。
反
社
会

的
だ
か
ら
宗
教
法
人
か
ら

外
す
と
い
う
事
で
、
ど
っ

か
が
仕
事
を
し
て
い
た
は

ず
な
ん
だ
が
、
何
年
経
っ

て
も
一
切
報
道
が
な
い
じ

。

、

ゃ
な
い
で
す
か
ま
さ
か

今
で
も
選
挙
に
協
力
を
も

ら
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
あ
る

ま
い
の
？
自
民
党
。

▲
そ
れ
に
、
彼
の
命
を
狙

っ
た
者
の
裁
判
は
ど
う
な

っ
て
い
る
ん
だ
。
彼
の
そ

の
行
動
に
カ
ン
パ
（
同
じ

苦
し
み
の
方
々
に
は
英
雄

的
な
行
動
な
の
か
も
）
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
報
道

が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
。

▲
致
命
傷
と
な
っ
た
弾
の

入
り
方
が
ド
ウ
の
コ
ウ
の

・
ナ
ン
て
噂
が
あ
っ
た
や。

に
聞
い
た
事
も
あ
っ
た
が

こ
っ
ち
の
方
も
一
切
報
道

が
あ
り
ま
せ
ん
ネ
～
。
な

し
て
な
ん
だ
ヤ
（
石
川
）

。

稲
作
改
良
碑
に
夙

『

』
「

以
斯
業
之
普
及
為
己
任
是

其
所
以
千
里
応
聘
」
以
前

か
ら
乾
田
馬
耕
の
普
及
は

自
分
の
任
務
で
、
千
里
で

も
招
き
が
あ
れ
ば
、
行
く

こ
と
を
命
懸
け
の
任
務
と

し
て
い
た
。

２
千
有
余
年
の
稲
作
に

大
変
革
を
も
た
ら
す
と
の

信
念
を
持
っ
て
い
た
。

（
明
治
の
農
民
家
族
）

学生によるへき地のマイナスイメージとその転換のイメージ
へき地の 

マイナスイメージ
へき地のマイナスイメージをあえて転換してみると

何でも自分たちがやらなけ

ればならない。
自立できる。「誰かがやる」ではなく「自分がやらなければならない」。

地域行事が多い。 地域のコミュニケーションが多く取れる。
学校の生徒数が少ない。 全校規模で仲が良い。学校独自の行事ができる。

通学距離が長い。

学校まで探検ができる。毎日が冒険。体力がつく。健康に良い。足腰が丈夫に
なる。早寝早起きの習慣がつく。地域が協力して子どもを見守る。集団下校で
社会性を養える。一緒に登校し友情が芽生える。

学年を超えた授業が大変。

教師にとって良い経験。１年後、１年前の予習復習ができる。少人数だから全
員に細かく指導できる。教師としての力がつく。滅多にできない経験。枠を超
えた新たな指導力が身につく。

家族での行動が多い。 家族でのコミュニケーションが増える。
子どもが少なく、お年寄り

が多い。

昔ながらの知恵が学べる。地域の伝統が守られやすい。子どもが大切に扱われ
る。人付き合いが多い。少人数教育。子どもは宝。高齢者との交流が多い。
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